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1. 平成29年3月期の連結業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 8,359 △1.3 179 △31.2 224 △28.3 157 △2.1

28年3月期 8,469 △6.3 260 70.3 312 72.7 160 72.8

（注）包括利益 29年3月期　　327百万円 （538.1％） 28年3月期　　51百万円 （△76.3％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 50.23 ― 5.0 3.2 2.1

28年3月期 51.23 ― 5.4 4.6 3.1

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 10百万円 28年3月期 18百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 7,350 3,298 44.7 1,065.03

28年3月期 6,797 3,001 43.9 956.59

（参考） 自己資本 29年3月期 3,282百万円 28年3月期 2,986百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 450 △519 229 1,112

28年3月期 363 △419 △130 952

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 16 9.8 0.5

29年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00 22 13.9 0.7

30年3月期(予想) ― 0.00 ― 5.00 5.00 22.0

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,060 3.3 30 △6.3 40 △14.9 20 △28.6 6.49

通期 8,295 △0.8 90 △49.7 110 △50.9 70 △55.4 22.72



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 3,200,000 株 28年3月期 3,200,000 株

② 期末自己株式数 29年3月期 118,369 株 28年3月期 78,369 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 3,116,699 株 28年3月期 3,121,631 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成29年3月期の個別業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 5,680 △1.1 120 △35.7 144 △31.4 103 17.4

28年3月期 5,743 △1.9 186 57.8 210 50.2 87 31.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年3月期 32.91 ―

28年3月期 27.98 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 6,215 2,677 43.1 867.36

28年3月期 5,806 2,462 42.4 787.45

（参考） 自己資本 29年3月期 2,677百万円 28年3月期 2,462百万円

2. 平成30年 3月期の個別業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,770 △0.1 20 △59.2 30 △51.6 20 △48.7 6.48

通期 5,630 △0.9 50 △58.3 65 △54.9 40 △61.2 12.96

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありま
せん。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況 

(１) 当期の経営成績の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀による金融緩和策の効果により、企業収益や

個人消費等に改善が見られるなど、期後半には緩やかな景気回復基調で推移いたしました。しかしながら、中

国をはじめアジア新興国経済の減速、英国のＥＵ離脱問題や米国の新政権の影響による世界経済の不確実性が

高まる中、為替相場や株式市場が不安定になり、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

物流業界におきましては、国内貨物輸送量は一部に回復の兆しが見られたものの全体的には伸び悩み、引き

続き低水準で推移しており、ドライバーの雇用情勢にも改善は見られず、引き続き厳しい経営環境下にありま

す。 

このような状況下、当社グループにおきましては、営業力強化と業務効率化に努めてまいりました。 

ドラム缶等販売における新缶の配送数量の増加及び、貨物自動車運送事業における化学品輸送数量の増加も

ありましたが、貨物自動車運送事業における石油輸送単価の減少、倉庫事業における浮島危険物倉庫移転に伴

う取扱量の減少、港湾運送及び通関事業における主要荷主の取扱量の減少、タンク洗滌・修理事業における当

連結会計年度に終了した工事件数が少なかった事による減収等があり、売上高は8,359百万円と前連結会計年

度と比べ110百万円(△1.3%)の減収となりました。 

次に損益面につきましては、厚生年金基金解散による会社負担保険料の減少、浮島危険物倉庫移転に伴う倉

庫賃借料の削減効果もありましたが、車両代替計画に伴う車両償却費の増加、浮島危険物倉庫新設に伴う償却

費の増加等により、営業利益は179百万円と前連結会計年度と比べ81百万円(△31.2%)の減益となり、経常利

益は224百万円と前連結会計年度と比べ88百万円(△28.3%)の減益となりました。なお、特別損失等の減少に

より、結果として親会社株主に帰属する当期純利益は157百万円と前連結会計年度と比べ3百万円(△2.1%)の

減益となりました。 

 

なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。 

(イ) 石油・ドラム缶等販売事業 

石油販売においては、販売平均単価の下落による減収、ドラム缶等販売においては、新缶の配送数量の増

加により増収となりました。結果として、売上高は3,326百万円と前連結会計年度と比べ４百万円(0.1%)の

増収となり、セグメント利益(営業利益)は 63 百万円と前連結会計年度と比べ２百万円(3.2%)の増益となり

ました。 

 (ロ) 貨物自動車運送事業 

石油輸送は配送エリア変更により配送距離が短縮になったことに伴う運賃単価の減少、化学品輸送は主要

荷主の輸送数量の増加及び増車等により増収となりました。また、厚生年金基金解散による会社負担保険料

の減少による人件費の削減効果等もありましたが、車両代替計画に伴う車両償却費の増加等により、結果と

して、売上高は3,245百万円と前連結会計年度と比べ１百万円の増収となり、セグメント利益(営業利益)は

304百万円と前連結会計年度と比べ13百万円(△4.1%)の減益となりました。 

(ハ) 港湾運送及び通関事業 

主要荷主の輸出取扱量の減少及び国内需要低迷による輸入取扱量の減少により減収となりましたが、諸経

費の削減に努め、結果として、売上高は 428 百万円と前連結会計年度と比べ 18 百万円(△4.0%)の減収とな

り、セグメント利益(営業利益)は40百万円と前連結会計年度と比べ１百万円(2.5%)の増益となりました。 

 (ニ) 倉庫事業 

新規受注による取扱量の増加もありましたが、浮島危険物倉庫移転に伴う取扱量の減少等により減収とな

りました。また、浮島危険物倉庫新設に伴う償却費の増加等により、結果として、売上高は456百万円と前

連結会計年度と比べ 77 百万円(△14.5%)の減収となり、セグメント利益(営業利益)は 56 百万円と前連結会

計年度と比べ66百万円(△53.8%)の減益となりました。 
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 (ホ) タンク洗滌・修理事業 

工事受注件数は増加したものの、当連結会計年度に終了した工事件数が少なかった事により、結果として、

売上高は 904 百万円と前連結会計年度と比べ 20 百万円(△2.1%)の減収となり、セグメント利益(営業利益)

は58百万円と前連結会計年度と比べ１百万円(△0.9%)の減益となりました。 

 

 

 (２) 当期の財政状態の概況 

 (イ) 資産 

流動資産は前連結会計年度末に比べ329百万円増加し、3,017百万円となりました。これは主に、現金及

び預金が160百万円、受取手形及び売掛金が132百万円、タンク洗滌・修理事業の未成工事の増加により半

成工事が62百万円増加したことによるものであります。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ224百万円増加し、4,333百万円となりました。これは主に、保有株

式の時価評価価額が上昇したことにより投資有価証券が238百万円増加したことによるものであります。 

 (ロ) 負債 

流動負債は前連結会計年度末に比べ62百万円減少し、2,272百万円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金や未払法人税等が増加したものの、危険物倉庫に係る未払金等が減少したことによるものであり

ます。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ318百万円増加し、1,779百万円となりました。これは主に、リース

債務が 83 百万円減少したものの危険物倉庫建設に伴う長期借入金が 371 百万円増加したことによるもので

あります。 

 (ハ) 純資産 

純資産は前連結会計年度末に比べ297百万円増加し、3,298百万円となりました。これは主に、その他有

価証券評価差額金の増加等によるものであります。 

 

 

 (３) 当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ 160

百万円増加し、当連結会計年度末には1,112百万円となりました。 

当連結会計年度に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

 

 (イ) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における営業活動により得られた資金は450百万円（前連結会計年度は363百万円の獲得）

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、法人税等の支払額の増加及び減価償却費の影響額による

ものであります。 

(ロ) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における投資活動により使用した資金は519百万円（前連結会計年度は419百万円の使用）

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、有形固定資産の取得による支出の増加によるものであり

ます。 

(ハ) 財務活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における財務活動により得られた資金は229百万円（前連結会計年度は130百万円の使用）

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、長期借入金による収入の増加によるものであります。 
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 (４) 今後の見通し 

今後の当社を取巻く環境は、営業車両代替による設備投資の増大等、引き続き厳しい経営環境が予想され

ますが、当社グループといたしましては、営業部門強化による新規顧客や既存荷主の新規取扱商品の獲得に

よる売上増大に努め、車両の効率化及び適正化を図り、併せて従業員の教育制度の充実等、人材育成を図り、

さらなる安全対策の徹底等により、通期の売上高82億９千５百万円、営業利益90百万円、経常利益110百

万円、親会社株主に帰属する当期純利益70百万円を見込んでおります。 

 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

  当社グループは、国際的な事業展開を行っておらず、当面は日本基準を採用することとしております。 

なお、将来のＩＦＲＳ適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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(５)連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報） 

①報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、社内業績管理単位である業種別の営業管理部門を置き、各営業管理部門は取り扱う製品及び労務提

供についての包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。よって、当社は営業管理部門を基礎とし

た業種別セグメントから構成されており、「石油・ドラム缶等販売事業」、「貨物自動車運送事業」、「港湾運送及

び通関事業」及び「倉庫事業」並びに「タンク洗滌・修理事業」の5つを報告セグメントとしております。 

「石油・ドラム缶等販売事業」は、石油製品、各種ドラム缶及びその他商品等を販売し、これら販売におけ

る配送業務を行っております。「貨物自動車運送事業」は、石油類・化学製品類の液体輸送他の貨物運送事業及

び自動車運送取扱事業を行い、また、これら事業の関連施設における構内作業を行っております。「港湾運送及

び通関事業」は、港湾貨物の搬出入、荷捌、保管及び輸出入貨物の通関業務を行っております。「倉庫事業」は、

物品の倉庫保管、保管貨物の運送及び入出庫にかかる諸作業を行い、また、これら事業の関連施設における構

内作業を行っております。「タンク洗滌・修理事業」は、石油・化学製品の貯蔵タンクの洗滌及び修理事業等を

行っております。 

 

②報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方

法と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。また、セグメント間の内部収益及び振替高は

市場実勢価格に基づいております。 
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③報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自 平成27年4月1日 至 平成28年3月31日) 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 

合計 
石油・ドラム缶等

販売事業 
貨物自動車 
運送事業 

港湾運送及び
通関事業 

倉庫事業 
タンク洗滌・ 
修理事業 

 売上高   

(1)外部顧客に対する売上高 3,322,206 3,244,875 445,553 532,625 923,764 8,469,023
(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 196,217 6,025 ― 192 1,021 203,455

計 3,518,423 3,250,900 445,553 532,817 924,785 8,672,478

セグメント利益 60,742 316,672 38,692 122,225 58,044 596,375

セグメント資産 784,644 2,670,644 250,900 486,473 598,546 4,791,207

その他の項目   

   

減価償却費 794 195,438 1,237 43,544 17,734 258,747

   

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 1,204 290,859 13,373 312,328 25,156 642,921

 

 

当連結会計年度（自 平成28年4月1日 至 平成29年3月31日） 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 

合計 
石油・ドラム缶等

販売事業 
貨物自動車 
運送事業 

港湾運送及び
通関事業 

倉庫事業 
タンク洗滌・ 
修理事業 

 売上高   

(1)外部顧客に対する売上高 3,326,109 3,245,385 427,727 455,648 903,961 8,358,830
(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 186,002 7,283 ― 120 ― 193,405

計 3,512,111 3,252,668 427,727 455,768 903,961 8,552,235

セグメント利益 62,700 303,808 39,659 56,493 57,538 520,198

セグメント資産 833,335 2,578,348 214,884 880,426 696,212 5,203,205

その他の項目   

   

減価償却費 946 227,196 5,093 70,573 20,108 323,916

   

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 265 187,555 ― 464,162 9,940 661,922
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   ④報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 8,672,478 8,552,235

セグメント間取引消去 △203,455 △193,405

連結財務諸表の売上高 8,469,023 8,358,830

 

（単位：千円） 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 596,375 520,198

セグメント間取引消去 1 △18

全社費用（注） △336,794 △341,509

連結財務諸表の営業利益 259,582 178,671

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

（単位：千円） 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 4,791,207 5,203,205

全社資産（注） 2,005,396 2,146,659

連結財務諸表の資産合計 6,796,603 7,349,864

 （注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産であります。 

 

（単位：千円） 

その他の項目 

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額 

前連結 

会計年度

当連結 

会計年度 

前連結 

会計年度

当連結 

会計年度

前連結 

会計年度

当連結 

会計年度 

前連結 

会計年度 

当連結 

会計年度

減価償却費 258,747 323,916 － － 19,402 7,159 278,149 331,075

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
642,921 661,922 － － 31,230 － 674,151 661,922

 （注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る設備投資

額であります。 

 

（１株当たり情報） 
 

前連結会計年度 

（自 平成27年4月01日） 

（至 平成28年3月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成28年4月01日） 

（至 平成29年3月31日） 

１株当たり純資産額 956円59銭  １株当たり純資産額 1,065円03銭  

１株当たり当期純利益金額 51円23銭  １株当たり当期純利益金額 50円23銭  

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
 

 

前連結会計年度 

（自 平成27年4月 1日） 

（至 平成28年3月31日） 

当連結会計年度 

 （自 平成28年4月 1日）

 （至 平成29年3月31日）

１株当たり当期純利益金額 

親会社株主に帰属する 

当期純利益(千円) 
159,933 156,567

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 159,933 156,567

普通株式の期中平均株式数(株) 3,121,631 3,116,699
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（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 

 

京極運輸商事㈱ (9073) 平成29年３月期　決算短信

15



京極運輸商事㈱ (9073) 平成29年３月期　決算短信

16



京極運輸商事㈱ (9073) 平成29年３月期　決算短信

17



京極運輸商事㈱ (9073) 平成29年３月期　決算短信

18



京極運輸商事㈱ (9073) 平成29年３月期　決算短信

19



売上原価明細書 

 

 前事業年度 

（自 平成27年4月  1日） 

（至 平成28年3月 31日） 

当事業年度 

（自 平成28年4月  1日） 

（至 平成29年3月 31日） 

区分 金額(千円) 
構成比 

(％) 
金額(千円) 

構成比 

(％) 

商品仕入費 1,337,231 25.9 1,338,700 26.0

人件費 1,389,098 26.9 1,343,784 26.0

下払費 1,281,089 24.8 1,280,159 24.8

その他 1,159,284 22.4 1,198,718 23.2

当期売上原価 5,166,702 100.0 5,161,361 100.0
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(４) 個別財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 
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